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折
口
自
身
に
よ
る
『
死
者
の
書
』
の
解
題
と
も
い
え
る
「
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
」
で
は
、『
死
者
の
書
』
は
、
藤
原
横
佩
朝
臣
家

の
姉
姫
の
神
仕
え
を
描
い
た
未
完
の
「
神
の
嫁
」（
大
正
十
一
年
）
の
書
き
換
え
に
、
大
津
皇
子
の
惨
死
を
滋
賀
津
彦
の
死
と
蘇
り
と
し
て

加
え
、
さ
ら
に
前
文
に
「
穆
天
子
傳
」
の
盛
姫
の
死
と
葬
儀
を
記
す
こ
と
で
、「
倭
・
漢
・
洋
の
死
者
の
書
の
赴
き
」
を
出
し
た
。
そ
し
て

こ
の
作
品
は
「
近
代
観
に
映
じ
た
、
あ
る
時
期
の
古
代
生
活
と
で
も
い
ふ
も
の
で
」、
そ
れ
は
「
山
越
し
の
弥
陀
像
や
、
彼
岸
中
日
の
日
想

観
の
風
習
が
、
日
本
固
有
の
も
の
と
し
て
、
深
く
仏
者
の
懐
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
来
た
こ
と
が
、
ち
つ
と
で
も
訣
つ
て
貰
へ
れ
ば
」
と
考
え

た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。

　「
神
の
嫁
」
は
、
実
像
と
し
て
も
感
得
し
た
沖
縄
、
久
高
島
の
ノ
ロ
の
結
婚
や
イ
ザ
イ
ホ
ー
に
み
る
神
女
と
し
て
女
性
の
姿
を
下
敷
き
と

し
た
女
人
司
祭
の
姿
で
あ
り
、
山
越
に
光
り
来
臨
す
る
阿
弥
陀
像
や
日
想
観
は
、
折
口
が
初
期
の
民
俗
論
述
で
説
く
太
陽
神
信
仰
と
常
世
論

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
山
の
端
に
輝
き
現
れ
る
阿
弥
陀
像
や
没
日
西
方
の
浄
土
観
は
、
奈
良
時
代
と
い
う
「
近
代
観
」
に
よ
っ

て
再
編
さ
れ
た
、
こ
れ
以
前
か
ら
の
太
陽
神
信
仰
や
常
世
観
の
持
続
の
姿
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
自
著
自
注
は
、
中
村
真
一
郎
の
『
死
者
の
書
』
評
と
も
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
中
村
は
、
同
書
を
「「
人
間
」
を
捉
え
る
の
に
、

そ
の
日
常
的
意
識
だ
け
で
な
く
、
深
層
心
理
に
照
明
を
与
え
」、
小
説
全
体
が
民
俗
学
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
共
同
体
が
も
つ
「
集
合
意
識
の

流
れ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」。
ま
た
、
小
説
の
な
か
で
は
「
悪
鬼
や
妖
精
が
生
命
あ
る
も
の
と
し
て
、
現
実
に
生
き
て
動
い
て
い
る
」
と

と
も
に
、
家
持
と
仲
麻
呂
と
の
対
話
は
「
政
治
と
文
学
と
の
見
事
な
対
話
」
で
、「
一
時
代
の
文
明
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
歴
史
小
説
、
あ

る
い
は
文
明
小
説
で
あ
る
」（「『
死
者
の
書
』
私
観
」「
折
口
信
夫
全
集
月
報
」
第
二
四
号
、
昭
和
四
二
年
一
〇
月
）
と
評
し
て
い
る
。

折
口
信
夫
『
死
者
の
書
』
の
「
語
り
」

小
川
直
之
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　「
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因
」
で
の
『
死
者
の
書
』
の
説
明
や
中
村
の
『
死
者
の
書
』
評
は
、
見
方
を
換
え
れ
ば
、
古
代
人
の
思
惟
世

界
に
対
す
る
折
口
の
理
解
表
現
で
あ
る
学
術
研
究
と
文
芸
創
作
と
の
関
係
性
へ
の
言
及
と
も
な
っ
て
い
る
。
折
口
の
な
か
で
は
両
者
が
「
折

口
信
夫
」
と
「
釋
迢
空
」
で
切
り
分
け
ら
れ
て
い
て
も
、
互
い
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
昭
和
十
二
年
の
「
琉
球
国
王
の
出
自
」

と
昭
和
十
三
年
の
「
月
し
ろ
の
旗
─
藩
王
第
一
世
尚
氏
父
子
琉
球
入
り
の
歌
」
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
死
者
の
書
』
で
さ
ら
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
書
が
全
編
を
通
じ
て
語

り
芸
と
い
う
声
の
世
界
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
松
浦
寿
輝
は
『
折
口
信
夫
論
』
の
中
で
単
行
本
『
死
者
の
書
』
の
冒
頭
部
の
文
体
を
取
り
上

げ
て
、「
何
か
人
を
不
安
に
さ
せ
る
主
客
未
分
化
の
「
古
代
性
」
が
感
知
さ
れ
」、
そ
れ
は
「
語
り
手
の
視
点
の
位
置
が
絶
え
ず
攪
乱
さ
れ
、

言
葉
が
ど
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
か
ら
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
死
者
の
書
』
は
「「
音
」
と
「
声
」
の
小
説
で
あ
る
」

と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
松
浦
な
ら
で
は
の
指
摘
と
評
価
で
き
る
が
、
こ
の
文
体
は
文
字
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
浄
瑠
璃
の
よ
う
な
「
語
り
」

で
あ
り
、
自
ず
と
そ
こ
に
は
「
語
り
分
け
」
が
あ
っ
て
、
主
客
は
そ
の
声
音
に
よ
っ
て
観
客
が
感
知
す
る
と
い
う
手
法
で
は
な
か
ろ
う
か
。

折
口
は
幼
少
期
か
ら
道
頓
堀
の
劇
場
に
通
い
、
芸
能
の
感
性
と
作
法
は
身
に
染
み
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
松
浦
が
取
り
上
げ
る
弟
子

が
講
義
を
す
る
際
に
行
っ
た
折
口
の
口
述
の
教
え
も
、
芸
能
が
も
つ
声
と
動
作
の
身
体
教
授
法
で
あ
る
。
作
品
中
で
當
麻
語
部
の
姥
を
登
場

さ
せ
、
重
要
な
役
割
を
与
え
る
の
は
、
中
村
が
い
う
「
文
明
の
再
現
」
だ
け
で
は
な
く
、
語
り
芸
の
な
か
の
特
化
さ
れ
た
「
語
り
」
で
あ
る
。

『
死
者
の
書
』
に
は
音
と
声
に
加
え
て
色
彩
の
世
界
も
あ
り
、
こ
う
し
た
舞
台
か
ら
導
か
れ
た
表
現
が
、
川
本
喜
八
郎
監
督
の
人
形
ア
ニ
メ

「
死
者
の
書
」、
木
野
彩
子
（
鳥
取
大
学
）
ら
に
よ
る
舞
踏
「
死
者
の
書
　
再
読
」、
近
藤
よ
う
こ
の
漫
画
『
死
者
の
書
』、
今
藤
政
太
郎
ら

に
よ
る
新
作
邦
楽
「
死
者
の
書
」
な
ど
、
身
体
や
音
、
映
像
へ
と
誘
う
強
い
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
劇
作
家
の
加
藤
道
夫
が
『
死
者
の

書
』
に
強
く
惹
か
れ
た
の
も
、
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
折
口
自
身
は
、
亡
く
な
る
直
前
の
昭
和
二
十
八
年
八
月
半
ば
に
、
遺
稿
と
な
っ
た
「
遠
東
死
者
之
書
」
と
中
途
で
終
わ
る
「
都
鄙
死
者
之

書
」
を
箱
根
叢
隠
居
で
書
い
て
い
る
。
と
も
に
「
死
者
の
書
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
だ
わ
り
は
何
に
よ
る
の
か
、『
死
者
の
書
』
に
は
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
い
。
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